
こ
の
度
、
総
会
に
お
い
て
会

長
に
承
認
戴
い
た
111
期
２
組
の

泉
屋
和
雄
で
す
。
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
同
窓
会

活
動
を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
る

べ
く
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
は
創
立
六
十
周
年
を
終

え
て
私
た
ち
同
窓
会
が
新
し
い

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
高
砂
同
窓
会
の
歩
み

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
更
な
る
高

み
を
目
指
し
て
会
員
皆
様
と
共

に
活
動
を
深
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
一
月
の
能
登
半
島
地
震

の
記
憶
が
新
し
く
残
っ
て
お
り

ま
す
が
未
だ
に
復
興
が
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
の
多
く
が
私

達
と
同
じ
世
代
で
あ
り
そ
の
心

中
を
思
う
と
他
人
事
で
は
な
く

身
に
詰
ま
さ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
災
者
た
ち

へ
の
支
援
は
月
日
が
経
過
す
る

と
と
も
に
残
念
な
が
ら
忘
れ
去

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

私
達
同
窓
会
と
し
て
は
息
の
長

い
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

募
金
活
動
以
外
に
ど
ん
な
支
援

が
出
来
る
か
未
だ
わ
か
り
ま
せ

ん
が
出
来
る
限
り
被
災
さ
れ
た

方
々
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
人
生
百
年
時
代

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
為
に
は
何
よ

り
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
私
た
ち
同
窓

会
の
目
的
は
会
員
相

互
の
親
睦
と
健
康
を

は
か
り
社
会
の
進
展

に
寄
与
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
伝

統
行
事
で
あ
る
五
大

行
事
、
並
び
に
継
続

し
て
い
る
様
々
の
事

業
で
す
。
ま
た
、
今

年
度
、
幾
つ
か
の
新

し
い
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
す
こ
や
か
健
康
講
座

を
拡
充
し
講
座
の
数
を
増
や
し

内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
又
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
催
事
が
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
毎
日
を
健

康
に
過
ご
す
こ
と
は
勿
論
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

生
き
る
こ
と
で
老
い
る
人
は
い

な
い
。
人
生
に
興
味
を
失
う
こ

と
で
の
み
老
い
る
の
で
あ
る
と
。

彦
三
館
に
来
館
す
る
楽
し
み

が
少
し
で
も
増
え
て
会
員
の
笑

顔
が
多
く
見
ら
れ
る
そ
ん
な
同

窓
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
同
窓
会
で
す
。
至

ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
役
員
一
同
、
元
気
に
力

を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
高
砂
大
学
校
同

窓
会
総
会
が
４
月
10
日
（
水
）

13
時
30
分
よ
り
彦
三
館
大
研
修

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
生
涯
学
習
課
長

村
田
昌
人
様
、
中
央
公
民
館
長

松
本
直
様
、
彦
三
館
長
田
鶴
直

人
様
の
出
席
を
戴
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
ク

ラ
ス
人
数
に
応
じ
て
選
出
さ
れ

た
代
議
員
よ
り
構
成
さ
れ
、
代

議
員
総
数
115
人
中
101
人
の
出
席

を
も
っ
て
総
会
は
成
立
し
ま
し

た
。議

長
と
し
て
、
110
期
１
組
の

太
田
衛
氏
が
選
出
さ
れ
、
①
令

和
５
年
度
事
業
報
告
②
令
和
５

年
度
収
支
決
算
報
告
③
令
和
５

年
度
会
計
監
査
報
告
④
令
和
６

年
度
事
業
計
画
（
案
）
⑤
令
和

６
年
度
収
支
予
算
（
案
）
⑥
役

員
改
選
提
案
が
議
事
と
し
て
審

議
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
、
高
砂
大
学
校
同

窓
会
規
約
お
よ
び
内
規
に
基
づ

き
、
令
和
６
年
度
同
窓
会
役
員

選
考
委
員
会
に
よ
り
、
111
期
か

ら
116
期
の
６
期
の
１
組
か
ら
３

組
の
18
ク
ラ
ス
か
ら
計
20
人
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ク

ラ
ス
か
ら
は
、
複
数
人
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
２
年

間
で
す
。
令
和
６
年
度
選
出
役

員
お
よ
び
令
和
６
年
度
事
業
計

画
は
、
高
砂
大
学
校
同
窓
会
Ｈ

Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
に
次
ぐ
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
ク
ラ
ス
会
長
会
議
で
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
詳
細

な
内
容
の
説
明
が
有
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回
ク
ラ
ス

会
長
会
議
が
４
月
22
日
（
月
）

13
時
30
分
よ
り
彦
三
館
大
研
修

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
ク
ラ

ス
総
数
92
ク
ラ
ス
か
ら
代
理
も

含
め
て
79
人
の
ク
ラ
ス
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
金
沢
市
民
憲
章
の
唱

和
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
中
央
公
民
館
長
松
本
直
様
か

ら
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

審
議
事
項
と
し
て
、
第
44
回

す
こ
や
か
体
育
ま
つ
り
、
第
42

回
作
品
発
表
会
、
第
46
回
高
砂

生
き
が
い
演
芸
発
表
会
、
看
護

学
生
の
臨
地
実
習
、
福
祉
・
渉

外
事
業
、
「
同
窓
会
だ
よ
り
」

及
び
「
た
か
さ
ご
新
聞
」
の
原

稿
募
集
等
の
説
明
を
各
担
当
の

副
会
長
よ
り
行
い
ま
し
た
。
会

計
よ
り
令
和
５
年
度
は
、
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
を
同
窓
会
会
員
に
220

枚
配
布
し
た
と
報
告
が
有
り
ま

し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
新
規
に
ク

ラ
ス
会
長
に
な
ら
れ
た
メ
ン
バ

か
ら
不
明
点
や
自
分
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
関
す
る
質
問
等
が

有
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
講
習
会
は
、
５
月
２
日
（
木
）

13
時
30
分
よ
り
彦
三
館
大
研
修

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
能
登
半
島
地
震
も

有
り
、
「
安
心
安
全
を
確
保
の

た
め
『
災
害
に
備
え
て
』
」
で

す
。
ク
ラ
ス
会
長
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
代
表
者
の
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回
グ
ル
ー
プ

代
表
者
懇
談
会
が
４
月
30
日

（
火
）
13
時
30
分
よ
り
彦
三
館

大
研
修
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
総
数
59
グ
ル
ー
プ
か

ら
代
理
も
含
め
49
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

最
初
に
金
沢
市
民
憲
章
の
唱

和
を
行
い
、
来
賓
と
し
て
中
央

公
民
館
長
松
本
直
様
か
ら
祝
辞

を
戴
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
に
グ
ル
ー
プ

活
動
の
課
題
解
決
や
今
以
上
の

活
性
化
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
配
布
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
副
会
長

112
組
３
組

笹
尾

登

同
窓
会
の
サ
ー
ク
ル
で

は
、
市
内
３
個
所
の
常
設

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
年
間
を

通
し
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
作

品
は
概
ね
二
ヶ
月
毎
に
入

れ
替
え
を
し
て
お
り
、
各

会
場
と
も
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
下
石
引
町
に

あ
る
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。
病
院
正

面
入
口
か
ら
入
り
、
総
合

案
内
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
左
側
を
直
進
し
ま

す
と
、
す
ぐ
に
左
側
壁
面

に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
見
え
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
は
、
４
区

画
に
区
切
ら
れ
、
一
番
手

前
が
同
窓
会
区
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
、
創
作
絵
画
会
、
手

編
み
サ
ー
ク
ル
、
も
の
づ

く
り
会
、
紙
細
工
グ
ル
ー

プ
、
マ
ク
ラ
メ
サ
ー
ク
ル
、

デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ
の
各
サ
ー

ク
ル
が
展
示
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
作
品
も
力
作
揃

い
で
す
。
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

令 和 ６ 年 ５ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ４ ８ 号
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高
砂
大
学
校
同
窓
会

会
長

泉
屋
和
雄

就
任
挨
拶

同窓会新役員

令
和
６
年
度

同
窓
会
総
会

開
催総会会場の様子

令
和
６
年
度

第
１
回
ク
ラ
ス
会
長
会
議

令
和
６
年
度

第
１
回
グ
ル
ー
プ
代
表
者
懇
談
会 クラス会長会議の様子グループ代表者懇談会の様子

す
ば
ら
し
い
ア
ー
ト
作
品
を

金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
に
展
示

すこやか体育まつり
ご案内

６月４日(火)にみんなで
総合体育館（泉野出町）へ行き、
楽しみましょう！

開場は９時で、
開会式は１０時です。

２階観覧席が応援席になります。
今年から応援賞が増えました。

みんなでお弁当を食べ、
みんなでクラスを
応援しましょう医療センターの展示コーナ

同窓会仲間のアート作品を見に行こう！
市内３カ所でわれわれ同窓会仲間のアート
作品を鑑賞できます。
①武蔵地下クロスピア
５月１１日（土）～６月２日（日）
寿雪書道会
②香林坊東横インホテル展示場
今月は同窓会からの展示はありません。
③金沢医療センター内展示
４月２２日（月）～５月２１日（火）
デジカメクラブ

令和６年度の同窓会新役員です
精一杯頑張ります
どうぞよろしくお願い致します



118
期
（
令
和
６
年
度
）
１
組

77
名
、
２
組
93
名
、
３
組
47
名
、

計
217
人
が
４
月
25
日
（
木
）
に

高
砂
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
入
学
者
総
数
197

人
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
１
年
間
で
、
歴

史
、
健
康
・
く
ら
し
、
経
済
・

社
会
、
文
学
・
美
術
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
方
面
に
つ

い
て
29
講
座
（
週
１
回
）
で
学

び
、
新
し
い
知
識
や
教
養
を
身

に
着
け
ま
す
。
さ
ら
に
す
す
ん

で
人
と
交
わ
り
、
楽
し
く
生
き

が
い
の
あ
る
大
学
生
活
を
目
指

し
ま
す
。

開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
市

民
憲
章
唱
和
と
続
き
、
野
口
弘

教
育
長
の
式
辞
を
村
田
昌
人
生

涯
学
習
課
長
が
代
読
し
ま
し
た
。

来
賓
の
村
山
卓
市
長
よ
り

「
社
会
人
と
し
て
働
い

た
後
に
、
高
砂
大
学
で

の
学
び
直
し
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
元
気
に
活

動
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
、
食
事
・
運
動
・

社
会
参
加
の
フ
レ
イ
ル

予
防
、
健
康
寿
命
を
延

伸
さ
せ
る
未
病
対
策
に

よ
り
、
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
自

身
の
幸
せ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
学
び
を
通
し
て
、

同
級
生
同
士
の
交
流
を

深
め
、
人
と
人
の
関
係

を
構
築
し
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

来
賓
の
泉
屋
和
雄
同

窓
会
会
長
よ
り
「
現
在

１
，
８
０
０
名
が
同
窓
会
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
入
会

に
よ
り
新
し
い
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。
70
の
ク
ラ
ス
会
、
60
の

グ
ル
ー
プ
活
動
が
有
り
、
仲
間

と
語
り
合
っ
た
り
、
一
緒
に
活

動
し
た
り
、
時
に
は
ラ
ン
チ
会

等
で
交
流
を
深
め
る
事
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

入
学
者
数
報
告
、
高
砂
大
学

校
の
歌
、
閉
式
の
辞
、
と
進
み

入
学
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
高
砂
合
唱
ク
ラ
ブ
が
、
揃

い
の
衣
装
で
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を

も
う
一
度
」
等
の
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
新
高
砂
大
学
生
は
、

素
晴
ら
し
い
歌
声
や
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

59
期
（
令
和
６
年
度
）
322
人

の
高
砂
大
学
校
修
了
生
が
４
月

26
日
（
金
）
に
高
砂
大
学
院
に

入
学
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

の
入
学
者
総
数
309
人
よ
り
増
加

し
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
科
71
名
、
花
樹

園
芸
科
80
名
、
文
学
美
術
科

86
名
、
悠
々
健
康
科
85
名
、

計
322
名
で
す
。
４
専
門
分
野

別
に
計
22
講
座
を
学
び
ま
す
。

野
口
弘
教
育
長
の
式
辞
を

生
涯
学
習
課
長
の
村
田
昌
人

が
代
読
し
ま
し
た
。
続
い
て

来
賓
と
し
て
金
沢
市
長
村
山

卓
よ
り
「
学
び
の
継
続
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
健
康
意
識

が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
意
欲
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
泉
屋
和

雄
同
窓
会
会
長
よ
り
「
あ
る
科

学
者
の
言
葉
を
引
用
し
、
学
び

の
継
続
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図
書
館
へ
行
こ
う
！

115
期
２
組

桝
田

玉
恵

11
月
24
日
（
金
）
北
陸
ら
し

い
鉛
色
の
空
か
ら
冷
た
い
雨
が

落
ち
る
午
後
、
115
縁
会
の
県
立

図
書
館
訪
間
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

足
元
が
悪
い
な
か
15
人
の
参

加
が
あ
り
、
先
ず
、
「
だ
ん
だ

ん
広
場
」
に
て
経
営
管
理
課

の
方
か
ら
県
立
図
書
館
の
変
遷
、

コ
ン
セ
プ
ト
、
使
い
方
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
45
年
兼
六
園
内
に
建
て

ら
れ
、
昭
和
41
年
に
本
多
町
に

移
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
に
現

在
地
で
オ
ー
プ
ン
！

前
館
は
狭
く
て
老
朽
化
し
て

お
り
蔵
書
の
１
割
し
か
館
内
に

出
せ
ず
、
駐
車
場
は
32
台
と
車

で
来
館
す
る
の
は
難
し
か
っ
た

そ
う
だ
。

現
館
は
延
べ
床
面
積
２
万
２

千
７
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
駐

車
場
は
400
台
と
格
段
の
差
だ
。

活
気
と
賑
わ
い
「
県
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
」
「
未
来
へ
の
架
け
橋
」

「
智
と
文
化
の
象
徴
」
な
ど
が

コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
７
月
８
日
来
館
者
数

が
百
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
度
は
環
境
省
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
で
環
境
地

域
ブ
ラ
ン
デ
イ
ン
グ
賞
に
選
ば

れ
、
公
共
図
書
館
で
は
全
国
初

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
・
・
・
。

職
員
説
明
の
後
は
見
学
コ
ー

ス
に
従
っ
て
見
て
ま
わ
り
ま
し

た
。４

階
ま
で
吹
き
抜
け
た
円
形

閲
覧
空
間
に
は
身
近
で
馴
染
み

深
い
12
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

約
７
万
冊
の
本
が
置
か
れ
て
い

る
。
例
え
ば
「
子
供
を
育
て
る
」

「
仕
事
を
考
え
る
」
「
暮
ら
し

を
広
げ
る
」
・
・
・
。

館
内
の
椅
子
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
500
も
の
違
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
椅
子
が
置
か
れ
て
い
て
、

好
き
な
本
を
見
つ
け
た
ら
好
き

な
格
子
に
座
っ
て
読
む
こ
と
が

で
き
る
。

な
か
で
も
気
に
入
っ
た
の
が

空
中
に
浮
い
た
リ
ビ
ン
グ
の
よ

う
な
空
間
《
プ
リ
ツ
ジ
》
で
す
。

面
白
そ
う
な
本
を
見
つ
け
た

の
で
今
度
は
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り

読
み
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い

て
図
書
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

い
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
感
謝

で
す
。

高
砂
寿
雪
書
道
会

115
期
２
組

中
村

美
香
子

４
月
３
日
に
高
砂
寿
雪
書
道

会
の
受
講
生
40
人
が
富
山
高
岡

国
宝
勝
興
寺
に
て
講
師
の
阿
部

豊
寿
先
生
が
能
登
半
島
地
震
復

興
を
願
い
奉
納
揮
毫
（
き
ご
う
）

す
る
機
会
に
研
修
を
兼
ね
て
バ

ス
遠
足
し
て
来
ま
し
た
。

勝
興
寺
は
、
前
田
家
ゆ
か
り

の
寺
院
で
流
石
に
国
宝
だ
け
あ

り
お
寺
は
立
派
で
先
に
法
要
が

営
ま
れ
高
岡
市
長
、
２
名
の
金

沢
市
議
会
議
員
も
同
席
さ
れ
ま

し
た
。

途
中
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
事
も

あ
り
ま
し
た
が
先
生
の
力
強
い

筆
は
復
興
を
願
う
気
持
ち
が
乗

り
移
っ
た
か
の
様
に
黒
い
パ
ネ

ル
に
金
文
字
が
く
っ
き
り
と

「
興
」
と
書
い
て
頂
き
能
登
志

賀
町
出
身
で
実
家
や
親
戚
友
達

も
被
災
し
な
が
ら
も
日
々
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
想
い
胸
が
よ
り
一

層
熱
く
感
謝
で
一
杯
に
な
り
ま

し
た
。
生
田
流
の
お
琴
の
奉
納

演
奏
も
あ
り
た
く
さ
ん
の
観
客

に
「
能
登
だ
け
で
な
く
高
岡
で

も
被
害
が
あ
り
被
災
地
へ
の
思

い
を
一
つ
に
し
て
作
品
を
仕
上

げ
た
。
復
興
へ
の
道
の
り
は

遠

い
が
、
共
に
支
え
合
い
前
進
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
会
場

に
い
た
皆
さ
ん
に
も
先
生
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。受

講
生
の
中
に
は
90
歳
を
越

え
ら
れ
て
い
る
方
、
車
椅
子
で

の
参
加
こ
れ
が
高
砂
で
学
ぶ
生

涯
学
習
の
姿
そ
の
も
の
で
本
当

に
生
き
た
お
手
本
で
あ
り
皆
で

支
え
合
う
そ
れ
が
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
継
続
は
力
な
り
と
良

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
筆
ぐ
ら
い

持
て
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
紙
と
向
き
合
い
墨

を
付
け
た
筆
は
自
分
の
思
い
と

別
物
の
よ
う
に
走
り
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
今
後
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
室
で
は
病
気
や
薬
。
孫
の

話
し
そ
れ
で
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
で
家
に
ぼ
っ

と
い
る
よ
り
色
々
な
人
と
交
わ

り
声
を
出
し
て
話
し
笑
い
一
番

の
薬
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
こ
れ

か
ら
も
無
理
の
な
い
よ
う
に
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

出
来
る
事
は
出
来
る
人
が
す

れ
ば
い
い
だ
け
で
す
か
ら
こ
れ

か
ら
も
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
に
新
し
い
ニ
ー
ズ

を
反
映
！

Ｏ
Ｂ
生
き
が
い
会
副
会
長

106
期
３
組

轟

健
正

Ｏ
Ｂ
生
き
が
い
会
で
は
、
毎

月
外
部
講
師
に
よ
る
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
月
か
ら

三
月
は
、
自
分
の
体
や
心
は
自

分
で
守
ろ
う
！
を
テ
ー
マ
に
、

金
沢
市
福
祉
健
康
局
に
お
願
い

し
、
在
宅
医
療
や
心
の
健
康
づ

く
り
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

身
近
で
大
切
な
内
容
だ
け
に
、

毎
回
多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、

会
場
の
彦
三
館
大
研
修
室
は
満

員
の
盛
況
で
す
。

新
年
度
の
四
月
か
ら
は
、
新

た
に
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
従
来
の
お
馴
染
み

講
義
に
、
新
し
い
視
点
で
の
演

題
を
盛
り
込
み
、
更
に
活
動
を

充
実
さ
せ
よ
う
と
模
索
し
て
い

ま
す
。

学
習
会
と
旅
行
会
を
柱
に
、

マ
ン
ネ
リ
化
を
排
除
し
、
柔
軟

な
発
想
で
、
斬
新
な
企
画
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令 和 ６ 年 ５ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ４ ８ 号

伝
統
校
統
合
さ
れ
て
新
学
期

翠
風

入
学
式
大
き
な
夢
を
胸
に
秘
め

友
江

入
学
式
の
黄
帽
子
跳
ね
て
群
と
な
る

眞
素
美

陽
炎
が
揺
ら
ぐ
町
角
人
の
波

和
子

鈴
振
り
て
陽
炎
の
中
寺
め
ぐ
り

ミ
イ

石蕗句会

万
緑
や
車
窓
は
な
さ
ね
白
樺

八
重
子

春
闌
（
た
け
）
り
肌
す
ぐ
る
風
柔
ら
か
し

姿
婦
子

幼
な
児
の
よ
だ
れ
も
光
る
聖
五
月

明
子

青
き
香
に
吸
い
よ
せ
ら
れ
て
柏
餅

依
子

子
供
の
日
老
婆
に
子
犬
歩
を
合
せ

紀
代

さんご句会

俳句・短歌

雪椿句会
雪
時
の
水
音
高
き
手
取
川

高
三

新
築
の
居
間
を
独
占
古
雛
（
ふ
る
び
い
な
）
悦
子

川
波
の
時
に
は
高
し
春
疾
風
（
は
る
は
や
て
）

順
治

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
や
す
む
足
元
す
み
れ
草

房
義

遠
目
に
も
桜
並
木
に
酔
い
し
れ
る

静
子

５月 ＯＢ短歌会 ４月

鳥
一
羽
舞
い
降
り
て
き
て
窓
の
外
あ
ぁ
お
正
月
大
地
揺
れ
て
る

國
枝
明
美

母
逝
き
て
三
角
形
の
底
辺
を
ぬ
か
れ
た
よ
う
な
今
の
私
は

栄
子

能
登
は
晴
れ
み
な
の
力
で
復
興
へ
向
か
う
よ
力
強
く
前
へ
前
へ
と

美
代
子

灰
汁
を
と
り
灰
汁
を
と
り
し
て
水
替
え
て
煮
上
げ
る
豆
の
つ
や
や
か
さ
か
な

千
佳
子

尾
根
を
走
れ
ば
赤
や
黄
色
の
花
咲
き
て
車
の
中
で
お
花
見
気
分

重
子

竹
手
話
交
え
ポ
ン
ポ
ン
振
り
て
「
浪
漫
飛
行
」
踊
れ
ば
会
場
沸
か
す
手
拍
子

輝
子

大
地
震
に
火
災
の
火
の
粉
は
こ
と
ご
と
し
あ
わ
れ
輪
島
に
夜
は
明
け
に
け
り

有
川
明
美

価
値
観
の
違
い
は
埋
め
よ
う
も
な
く
蒼
く
冷
た
い
冬
の
空
見
あ
ぐ

宏
子

夜
の
道
車
の
ラ
イ
ト
は
尾
を
引
き
ぬ
虚
像
が
走
る
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
に

信
夫

雨
風
に
耐
え
抜
き
曲
が
る
細
き
枝
赤
い
実
キ
ラ
リ
南
天
凛
凛
し

洋
子

力
強
い
筆
に
よ
る

金
字
で
願
う
能
登
半
島
地
震
復
興寿雪書道会のみなさん

新
高
砂
大
学
生
の
み
な
さ
ん

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
砂
大
学
院
に
322
人
が
入
学
し

さ
ら
な
る
学
び
へ

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
15
人
が
県
立
図
書
館
を
訪
問

力強い金字

受講中の様子

大学校の入学式の風景

大学院の入学式の風景
１２テーマに分類された図書群

写真提供：石川県立図書館


